
 

講座３ 群馬大学講座 
 
実施：令和５年２月 27 日(月) 
場所：前橋女子高校 会議室 

  （Zoom によるオンライン講義） 
参加：１年 17 名 ２年 12 名 
 
 

○演題『 重粒子線を用いたがん治療  』 

○講師 群馬大学重粒子線医学研究センター  
助教 松村彰彦先生 

 
私たちの五感で感じることの出来ない放射線は、
身近に存在し様々な分野に応用されています。
放射線の一種である重粒子線を用いたがん治療
は、患者さんの負担も少なく、一般の放射線では
効きにくい種類のがんにも効果を期待できるた
め、近年注目を集めている治療法です。この授業
では、様々な放射線の特徴、重粒子線を発生させ
る巨大装置、重粒子線を用いたがん治療につい
て紹介していただきました。 
 
 

○演題『 遺伝子ですべてが決まるの ? 』 

○講師 群馬大学生体調節研究所 

ゲノム科学リソース分野  
助教 松村 彰彦 先生 

 
みなさんは遺伝子ですべてが決まってしまうよ
うなイメージを持っていませんか？本当にそう
なのでしょうか？もしそうだとしたら私たちは
産まれた時点で将来が予想できてしまいます。
例えばどのような体形になるとか、どんな病気
になるのか、どのような性格になるか等々。本授
業ではこのことについて身近な例をあげて講義
をしていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講義の様子 

 
 
 
 
 

〈生徒の講義ノートより〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈参加した生徒の感想〉  
・命を救う＝医者というイメージが強かったが、
医者でなくても治療法を見つけたり、病気を調
べたり、遺伝子を調べることも命を救うことに
繋がることを学んだ。将来の職業を考える際の
参考にしたい。 
・ミクロな世界の研究が進むことで、医療が大
きく進歩していることが分かった。遺伝子を調
べることで病気になる可能性が分かり、病気を
未然に防ぐことに繋がるだけでなく、遺伝子の
働きをコントロールすることも可能だと知って
驚いた。 
・現代の医学・医療に物理や生物で学ぶ内容が
繋がっていることが分かり、面白いと思った。こ
れから生物的な疑問を持ったときは、原子や遺
伝子などの観点から考えてみようと思った。  
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研修５ 最先端生命科学 

＆重粒子線医学セミナー 
 
実施：令和５年 3 月 11 日(土) 
場所：群馬大学生体調節研究所 
参加：１年 10 名  ２年 10 名 
 
前半は研究者として働く女性の先生方にお話
をしていただきました。後半は施設見学とし
て重粒子線医学研究センターと生体調節研究
所のゲノム科学リソース分野の研究室を案内
していただきました。 
 
 
〈リケジョ的 生き方・学び方〉 

○演題『 研究職という職業を選んで  

今感じていること 』 

○講師 群馬大学生体調節研究所 
ゲノム科学リソース分野  
助教 森田 純代 先生 

 

○演題『 企業で働く研究者の一例  』 

○講師 重粒子線医学推進機構 

・先端粒子線医科学共同研究講座 
助教 吉田 英恵 先生 

 

〈施設見学〉 

○重粒子線医学研究センター 
○生体調節研究所 ゲノム科学リソース分野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈生徒の講義ノートより〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈参加した生徒の感想〉  
・研究者の仕事や、研究が実際に社会の中で役
に立っている様子を学んで、これからの科学を
担っていく私たちはどうあるべきかを考えるこ
とができた。日々の暮らしに潜む「なんで」に耳
を澄まし、知的好奇心に素直に自由な発想でや
わらかく物事を考えられる研究者になりたい。  
・重粒子線には磁力や遠心力などの物理学の応
用が使われていたり、癌の形を患者さんに応じ
てこまかく捉えたりと、より人に寄り添った医
療を可能にする技術であると分かった。  


